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明治 三十 二 年の 秋と おぼえて いる。 わたしが 久松町 

の 明治座 を 見物に ゆく と、 廊下で 半 七 老人に 出逢った。 

「や あ、 あなた も 御 見物です か」 

わたしの 方から 声をかけ ると、 老人 も 笑って 会釈し 

た。 そこ はほんの 立ち話で 別れた が、 それから 二、 三 

日 過ぎて わたし は 赤 坂の 家 をたず ねた。 半 七 老人の 劇 

評 を 聞こうと 思 つたから である。 そのと きの 狂言 は 

てんい ち ぼ う 

「天 一 坊」 の 通しで、 初代 左団 次の 大岡越 前 守、 権十郎 

の 山 内 伊賀 之 助、 小団 次の 天ー坊 という 役割であった。 



は 幾ら も ありまし たよ。 そのな かで、 まず 有名な の は 

日 野 家のお 姫様 一件でしょう。 あれ はたし か 文化 四 年 

四月の 申 渡しと おぼえて いますが、 町奉行 所の 申 渡 

じゅく は た ご や かかえ 

書で は 品 川 宿 旅籠 屋 安右衛門 抱と あります から、 品 

こと 

川の 貸 座敷の 娼妓です ね。 その 娼妓のお 琴と いう 女が 

京都の 日 野中 納言 家の 息女 だと 云って、 世間の 評判に 

く げ じょろ * つ 

なった ことがあります。 その 頃、 公家のお 姫様が 女郎 

になった というの ですから、 みんな 不思議が つたに 相 

違ありません。 お 琴 は 奉公 中に 主人の 店 をぬ けだして、 

浅 草 源 空 寺 門前の 善兵衛 という もの を 家来に 仕立て、 

ないじの つぼね 

例の 日 野 家 息女 を ふりまわして、 正 二位 内侍 局と か 



「悪い お天気で 困ります」 

「よく 降るな。 秋 はいつ もこれ だ、 仕方が ねえ」 と、 

岡 崎 は 雨に 濡れて いる 庭先 を ながめながら 欝陶 しそう 

に 云った。 

「いや、 この 降る のに 気の毒 だが、 ちっと 調べて 貰い 

たい 御用が ある。 この頃、 茅場 町に 変な 奴が あるの を 

知ってい るか」 

「へえ」 と、 半 七 は 首をかしげた。 

I 尤も、 この頃 は 変な 奴が ざら に 転がって いるから、 

唯 それば かり じゃあ 判断が つくめ え」 

岡 崎 はちよ つと 笑い 頦を みせた が、 又す ぐに まじめ 



事 はま だ 判らね えが、 冷泉 為清と いう 公家 はいね えと 

いう 話 だ。 といったら、 考える まで もな く、 それ は 偽 

者 だと いうだろう が、 なにぶん にも 今の 時節 だ。 

ひょっとすると、 ほんとうの 公卿の 娘が 何 かの 都合で 

いい加減の 名 をい つてい るの かも 知れね えから な。 そ 

こが 詮議 もの だ」 

フ J もっともで ございます」 

半 七もう なず いた。 今の 時節 —— 勤王 討幕の 議論が 

沸騰して いる 今の 時節で は、 仮リ にも 京都の 公家に ゆ 

かりが あると いう 者、 それ は 厳重に 詮議し なければ な 

ら ない。 殊に 祈禱 にこと よせて、 多分の 金銀 を あつめ 



なった が、 多 吉も源 次 も 帰って来なかった。 

「何 をして いや あがる のか。 いや、 無理 もね え。 あい 

つらに はちつ と 荷が 重い からな」 

こう 思って、 半 七 は 気長に 待って いると、 その 夜の 

四ッ (午後 十 時) 過ぎに 多吉が 帰って来た。 

「よく 降ります ね」 

「や あ、 御苦労。 そこで 早速 だが、 ちっと は 種が 挙がつ 

たか」 と、 半 七 は 待ち兼ね たように 訊いた。 

「まだ 十分と いう わけに は 行きません が、 少し は 種 を 

洗い出して 来ました」 と、 多吉は 得意ら しく 云った。 

「まあ、 聴いて おくん なせえ。 その 行者と いうの は 



まったく 十七 八ぐ らいに 見える そうです。 すてきに 

きりょう 

容貌の いい 上品な 女で、 ことば も 京な まりで、 まあ 誰 

がみても お 公家 さまの 娘と いう 位取り は あるそう です 

よ。 なんでも 高い 段の ような もの を 築いて、 そこへ 

ご へ い さかき し め 

御幣 や 榊 をた てて、 座敷の 四方に は 注 連 を 張り まわ 

して、 自分 も 御幣 を 持って いて、 それ を 振り立て なが 

いの 

ら 何か禱 りの ような こと をす るんだ そうです」 

「どんな f 禱リ をす るんだろう」 

「やっぱり 家運 繁昌、 病気 平癒、 失せ もの 尋ね もの、 

まあ 早くい えば 世間 一統の 行者の 祈禱 に、 うらないの 

つ ききめ 

判断 を搗き まぜた ような もので、 それが ひどく 効目が 



あると いうので、 ばかに 信仰す る 奴ら が あるよう です _ 

なんでも 毎日 五六 十 人ぐ らい は 詰め かける といい ます 

み、， ぢ ましめ 

から、 随分 実入りが ある ことでしょう。 祈 禱料は 思 召 

しなんです けれど、 ひとりで 二 歩 三 歩 も 納める 奴が あ 

るそう ですから、 たいした ものです」 

くめん 

「それ はま あそれ として、 その 行者 は 工面の よさそう 

な 信心 もの を 奥へ 連れ込んで、 なに か 秘密の 祈禱 をし 

て 多分の 金 を 寄進させる という じゃあね え か。 それ は 

どう だ」 

「それ も あるら しいんです」 と、 多吉 はうな ずいた。 

ぎょう ほう 

「だが、 それ はいつ さいの 秘密の 行 法で、 うっかり 口 



んだ。 「相手 はすば らしく 美しい 行者と いう じゃあね 

え か」 

「そうです、 そうです。 むこうが 若い 美しい 行者で、 

こ つちが 権十郎 息子と いうんで すから ね」 と、 源 次 〔# 

「源 次」 は 底本で は 「源 次郎匕 も 笑った。 

しかし 半 七 は 笑って ばかり も いられなかった。 単に 

これ だけの 事件であるなら ば、 問題 は 案外に 単純で あ 

るが、 かの 怪しい 行者 は 勤王と か 討幕と か、 京都の 公 

家の 娘と かいう、 大きな 背景 を 持って いるら しいだ け 

に、 半 七 は 迂濶に 彼女に 手 をつ ける ことが 出来な かつ 

た。 軽はずみ のこと をして、 たとい 本人 だけ を 引き 挙 



きりょ-つ 

かな か 容貌が いいんです けれど、 行者の ほんとうの 妹 

か 身寄りの 者 か、 そこ はよ く 判らない そうです。 台所 

働き はお 由と ぉ庄 というんで すが、 これ は 飯炊き や 水 

汲みに 追い 使われて いる だけで、 奥の 方の こと は 何も 

知らない ようです」 

「ゆうべ も 云った こと だが、 祈禱 をた のむ 者の ほかに 

誰も 出這入り する らしい 様子 はねえ のか」 と、 半 七 は 

念 を 押して 訊いた。 

「わつ しも そこが 大切 だと 思って 近所の 者に よく 訊い 

てみ たり、 お 由と いう 女中が 外へ 出る ところ を 捉まえ 

て、 それとなく 探り を 入れて 見たん です が、 まったく 



かも 知れね え。 源 次 は 表向き 面 出し をす る わけに も 行 

かねえん だから、 多吉 一人 じゃあち つと 手不足 かも 知 

れ ねえよ。 善 八で も 呼んで 来い」 

「善 八 ひとりでた くさんで すかえ」 

「それでよ かろう。 なんとい つても 相手 は 女 だ。 そん 

なに 大勢で どやどや 押し掛けて 行く の も 見つ ともね 

え」 

多吉 はすぐ に 子分の 善 八 を 呼びに 行った。 源 次 は そ 

の 後の 模様 を 探る ために、 再び 炭団 伊勢屋の 方へ 出て 

行った。 半 七が 身支度 をして 神 田の 家 を 出た の は 朝の 

えしき ざ くら 

四ッ (午前 十 時) 過ぎで、 会式 桜 もまった く 咲き出し 



行者 はなん にも 云わなかった。 式部 はすぐ に 起ち あ 

がって、 神前に 一 旦 供えた かの 白木の 箱 を 取りお ろし 

I やた 

て しずかに その 蓋 を あける と、 かれの 顔色が にわかに 

変った。 半 七 は 黙って その 顔色 をう かがって いると、 

式部 は 案外に おちついた 声で 云った。 

「町人、 これ はなんで ござる」 

「御覧の 通りで ございます」 

「どういう わけで、 かような もの を 持つ てま いられた」 

と、 式部 は 箱の なかの 品 を 睨みながら 云った。 

行者 も 横目に その 箱 をの ぞいて、 これ もに わかに 顔 

の 色 を 変えた。 傍に ひかえて いる 藤 江 も 伸び あがって 



一と 目み て、 身 を ふるわせる ように 驚いたら しかった- 

半 七が 神前に 奉納した 箱の なかには、 泥 だらけの 古草 

履が 入れて あった。 

「こなたの 母に は 何 か 付き物が している とか 云う が、 

こなたに も 付き物が している らしい」 と、 式部の 声 は 

だんだんに 尖って 来た。 「当座の いたずら か、 但し は 

仔細あって のこと か。 いずれにしても 怪しから ぬ 儀、 

こうむ 

御 神罰 を 蒙 らぬ うちに 早くお 起ちなさい」 

「お叱り は 重々 恐れ入りました」 と、 半 七 は あざ笑つ 

た。 「併し そこにお いでになる 行者 様 は 何もかも 見 透 

しの 尊い お 方 だとうけ たまわって 居ります。 それほど 
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